
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 87,469,101 88,787,000 85,970,636 87,678,000

事業費

の内訳

令和3年度決算

維持管理費　令和３年度決算　１８，４２８，０４９千円
建設事業費　令和３年度決算　２１，８９２，２０７千円
※職員の人件費は事業費に含まれている。

令和4年度予算

維持管理費　令和４年度予算　２０，２１９，４０４千円
建設事業費　令和４年度予算　２１，９７７，６５０千円
※職員の人件費は事業費に含まれている。

人工 483.0 483.0 480.0 482.0

人件費 0 0 0 0

事業費 87,469,101 88,787,000 85,970,636 87,678,000

うち特定財源 87,469,101 88,787,000 85,970,636 87,678,000

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

下水道法、都市計画法、環境基本法、水質汚濁防止法
札幌市下水道事業の設置等に関する条例、札幌市下水道条例　等

他都市の状況

他の政令指定都市も下水道事業を実施している。
下水道機能の維持・向上にあたっても、同様の事業を進めている。

実施結果

札幌市下水道事業中期経営プラン２０２５に基づき、老朽化した管路や処理施設の改築を行ったほか、浸水対策と
して雨水拡充管の整備、地震対策として管路の耐震化などの事業を実施した。

事業実施における
工夫点

施設の延命化によるトータルコストの縮減に努めるとともに、施設の改築等の事業実施にあたっては、国庫交付金
を積極的に活用するなど経費削減に努めた。

対象者 市民及び事業者全般 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

札幌をささえる下水道を次世代へつなぐため、以下の対応を行う。
・急激な増加が続く老朽化施設への対応・増加する自然災害への対応・厳しくなる経営環境への対応

長期

下水道は、市民の安全で快適なくらしと良好な環境を守り、社会活動を支える必要不可欠なライフラインであるた
め、計画的に事業を進め、健全な経営を持続することで、札幌をささえる下水道を次世代へつなぐ。

取組内容

札幌市下水道中期経営プラン２０２５に基づき、以下の取組を行う。
・下水道機能の維持
・災害に強い下水道の構築
・公共用水域の水質保全
・下水道エネルギー・資源の有効活用
・財務体質の強化
・運営体制の強化
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◎検証（振り返り）

■ 企画 □ 実施 ■ 評価 □ 対象外 ■ 回答 □ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
「札幌市下水道事業中期経営プラン２０２５」に基づき、概ね計画通り事業を実施できたため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

「札幌市下水道事業中期経営プラン２０２５」に基づき、将来にわたり良好な下水道サービスを提供していくた
め、急激な増加が続く老朽化施設への対応・増加する自然災害への対応・一層厳しくなる経営環境への対応
を進める。

予算
「札幌市下水道事業中期経営プラン２０２５」の着実な実施に向け、計
画的・安定的な事業の実施に必要な予算を計上する。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

中期経営プラン２０２０で示した指標に対して、一部下回った事業があ
るが、達成できる見通しを立てた。 見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

今後、老朽化した下水道施設の急激な増加や自然災害の増加に直面するとともに、将来的な人口減少など
に伴う下水道使用料収入の減少といった財政状況の悪化が懸念される。このような状況においても、社会情
勢の変化に対応し、将来にわたり良好な下水道サービスを提供していく必要がある。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

「札幌市下水道事業中期経営プラン２０２５」に基づき、既存の下水道機能を維持向上していくた
め、優先度の高い事業を厳選し、効率的に実施している。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

総人口普及率９９．８％、水洗化普及率９９．９％となっており、市民に安全で快適なくらしと良好な
環境を提供できたものと考える。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

「札幌市下水道事業中期経営プラン２０２５」に基づき、管路・処理施設の維持管理及び再構築、
雨水対策や地震対策等、各施策を実施した。一部事業については当年度の計画を下回ったが、
来年度は達成できる見込みである。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

８３００ｋｍに及ぶ下水道本管と１０カ所の水再生プラザ、１６カ所のポンプ場、２カ所の汚泥処理
施設に対し、既存の下水道機能を維持管理するため、適切な規模で事業を実施した。

100 100 90 100

項目 判定 理由

70 70 70

成果指標２

指標名 目標放流水質達成率[％]

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

32 36

成果指標１

指標名 合流式下水道対策率[％]

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

70

219

活動指標２

指標名 管路改築延長[km]

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

24 34

活動指標１

指標名 下水道本管の詳細調査[km]

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

222 214 217


